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このたび、デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社（本社：東京都渋谷区、代表取締役社

長： 矢嶋弘毅、以下 DAC）は、広告主や広告会社向けに提供している、タグ一括管理・広告効果測

定ソリューション<UNITAG>（以下 ユニタグ）に、スマートデバイス（※1）アプリケーション（以下、アプリ）の

ダウンロード計測機能を追加し、提供を開始いたしましたのでお知らせいたします。 

 

（※1）スマートフォンやタブレットなどの高機能携帯端末の総称です。 

 

 

DAC が提供しているユニタグは、ウェブサイト内の様々なタグの一括管理と、ウェブサイトでの広告効

果測定ができるソリューションです。主な特徴は次のとおりです。 

 タグ管理機能 

各ウェブページに対し共通の 1 種類のタグを埋め込んでおくだけで、様々なソリューションのタグを

利用できるうえに、タグの追加や削除はユニタグの管理画面から簡単に行うことができます。導入

するソリューションタグの組み合わせは問いません。1 種類のタグで全てのページを管理でき、サイ

ト管理者の業務効率化が実現できます。 

 広告効果測定機能 

バナー広告、リスティング広告、テキスト広告など、ウェブサイト（PC、スマートデバイス）上の多様な

ネット広告の効果測定を行うことができます。コンバージョンの直前に接触した広告だけでなく、そ

れまでの広告への接触履歴も含めて測定が可能です。直接効果と間接効果の両面で広告メニュ

ーを評価することで、広告出稿の最適化が実現できます。 

 

ユニタグは、2009 年 5 月の提供開始以来、大手広告主や広告会社をはじめとして 50 社以上の導入

実績を持ち、使いやすいインターフェースや高品質なサポート体制に高い評価を得てきました。 

 

ユニタグとは 

【新サービスのお知らせ】 

タグ一括管理ソリューション<ＵＮＩＴＡＧ>（ユニタグ） 

スマートデバイスのアプリダウンロード計測機能を追加 



 

 

スマートデバイスの市場規模が拡大基調にある中、アプリを利用するユーザーも年々増加し続けてい

ます。スマートデバイス向けアプリ市場は、2011年度に 750億円、2012年度には 2200億円規模に拡大

するとも予測されています（※2）。この市場の拡大に伴い、様々な広告主が積極的にアプリ開発に取り組

みはじめ、ウェブサイト上にとどまらない、アプリまで含めた幅広い効果測定が重要視されてきました。 

DAC ではこのような市場のニーズにいち早く対応し、ユニタグにアプリダウンロード計測機能を追加、

提供を開始いたしました。上述のタグ管理機能、広告効果測定機能と合わせて、より高度なマーケティ

ングを可能にします。 

 

（※2）出典：日本経済新聞 電子版 2011 年 9 月 6 日 

 

 

このたび DAC が新たに提供を開始するスマートデバイスのアプリダウンロード計測機能では、広告経

由でのアプリのダウンロード数を計測することが可能になりました。また、ウェブサイト上の広告だけでな

くアプリ内の広告の効果測定も可能なため、ウェブ、アプリのそれぞれの領域を横断した効果測定が可

能になります。 

 

【 特徴 】 

本機能では、分析に活用いただける各種レポートが取得できます。 

 「コンバージョン詳細レポート」 

コンバージョン（ダウンロード）に至るまでの広告経路や、コンバージョン金額を確認することができ

ます。 

 「機種別レポート」 

スマートデバイスの機種別にクリック数、コンバージョン数を確認することができます。 

 「クリエイティブ日別レポート」 

クリエイティブ×メニューごとにクリック数、UU 数、コンバージョン数を確認することができます。 

*上記は取得できるレポートの一部です。 

 

【 アプリダウンロード数計測のイメージ 】 

 

 

 

 

 

新機能追加の背景 

アプリダウンロード計測機能とは 



 

 

ユニタグのアプリダウンロード計測機能は、3 月より「LocalyticsTM」（※3）（アプリ解析ツール）と連携い

たします。これにより広告からアプリダウンロードまでの効果測定だけではなく、ダウンロード後のアプリ

内でのユーザーの行動まで含めた、一貫した分析が可能となります。 

DAC は、今後もこのようなアド・テクノロジーの開発・提供を通じて、広告主、広告会社および媒体社

の広告事業に貢献するとともに、DAC グループの企業理念である「ｅ広告プラットフォーム」の実現を目

指してまいります。 

 

（※3）「LocalyticsTM」は、Localytics（米国マサチューセッツ州、CEO: Raj Aggarwal）が提供している、クラウド型のスマートデバイス

向けアプリケーション解析サービスです。 

 

 

以  上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜会社概要＞ 

■ デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社 

代 表 者  ： 代表取締役社長 矢嶋 弘毅 

本社所在地 ： 東京都渋谷区恵比寿4-20-3 YGP タワー33F 

設 立 ： 1996年12月 

事 業 内 容  ： インターネットメディアレップ事業、アド・テクノロジー事業等 

 

 

 

今後の展開 

本件についてのお問い合わせ先 ： 

－ デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社 

 担 当： 戦略統括本部 広報担当 

 T E L： 03-5449-6300          

    e-mail:  unitag@dac.co.jp  
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